




　専門家派遣
　中小企業診断士等の専門家を派遣して、経営改善等の提案や経営改善等の計画策定支援を行っています。
　専門家派遣をご利用されたお客さまからは、「満足」との回答が8割以上を占めるなど、高い評価を	いただい
ています。

ご利用されたお客さまの満足度�

専
門
家
派
遣
の
流
れ

やや満足
11.0％

普通
2.0% やや不満足

0.8%

満足
86.2％

令和7年度実績 実績 前年度比

対象企業への訪問 699 105.0％ 

専門家派遣 338 110.1％ 

経営改善等提案 123 100.8％ 

経営改善等計画策定支援 69 143.8％ 

既支援先フォローアップ 146 106.6％

訪　問 顔合わせ 専門家派遣 最終報告会 フォローアップ

職員が事業者を訪問
し、経営状況につい
てお伺いします。

当協会が選定した専
門家と顔合わせを実
施します。
（1時間）

経営課題の抽出・整
理を行い、課題解決
の方策を検討します。
（2時間×3～8回）

※最終報告会含む

課題解決の方策等を
金融機関と共有しま
す。

3年間、年1回の訪問
による経営状況の支
援をします。

　専門家派遣の「特徴」や「流れ」を動画形式でわかり
やすく解説しています。
　ぜひ一度ご覧いただき、専門家派遣の利用をご検討く
ださい。

　当協会の専門家派
遣により支援を受け
た方のインタビュー
を掲載している経営
支援事例集もござい
ます。
　当協会が派遣する
専門家の紹介も掲載
しております。
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企業の財務診断を
       受けてみませんか？
企業の財務診断を
       受けてみませんか？

McSS財務診断報告書提供サービスのご案内

McSSとは…

無料!!

保証協会をご利用していない方も
是非ご活用ください！

ＭｃＳＳ（中小企業経営診断システム）とは、 Management consulting Support Systemの略で、一般社団法人ＣＲＤ
協会が構築した全国100万者を超える財務データベースであるＣＲＤを使って中小企業の決算数値と同業種の中央値を
比較する簡易な財務診断を行うシステムです。

分かりやすい診断報告書
●同業種内、地域内、売上規模による順位や偏差値が算出されます。
●毎期受診いただくことで、経営状況を時系列で客観的に把握できます。

中小企業の財務状況を表す代表的な１０の指標
について、全国同業種企業群の標準的な姿を
表す「同業種中央値」と比較し、財務面における
特徴がレーダーチャートで表現されます。

全国の中小企業における企業の信用力の相対
的な位置づけがＣＲＤランク（Ａ～Ｅ）及び偏差
値で表現されます。

ご利用いただける方
保証協会をご利用いただける事業内容を営む法人の方
（保証協会をご利用いただいていない方でも診断可能です。）

（単位：者）

　財務診断
　McSS（一般社団法人CRD協会が提供する財務診断ツール）を用
いて、財務面における診断報告書を「無料」でご提供しています。同
業種内や地域、売上規模による順位や偏差値を算出し、各種の経営
指標を同業種平均値と比較することができます。	
　財務診断報告書は当協会ホームページからもお申込みいただけます。

WEB受付フォーム
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■事業承継支援
　事業承継期にある中小企業・小規模事業者の皆さまに対し、将来を見据えた事業承継について考えるきっか
けを提供するため、ダイレクトメール発送などを通じた情報提供を行っています。また、協会職員が個別企業
を訪問して事業承継の準備状況を確認させていただき、必要に応じて専門家派遣による事業承継に向けたご支
援を行っています。	
　また、事業承継専用の保証制度もご用意し、事業承継を資金面でもご支援しています。

　令和7年度の実績	
　　ダイレクトメール発送約1,500件を起点に164件の訪問、14件の専門家派遣を実施	
　　事業承継資金　　　　　7件　　1億60百万円	

■関係機関との連携
　金融機関との連携	

　金融機関との対話を通じた連携に注力するとともに、保証付き融資とプロパー融資を柔軟に組み合わせた協
調支援の取組などにより、中小企業・小規模事業者の事業の発展を支援しています。

○金融機関訪問
　	　金融機関の皆さまに信用保証協会の現状や取組等をご説明し、信用保証制度を適切にご利用いただくため、

金融機関を訪問しています。	

　令和7年度の保証審査担当者による金融機関訪問実績　延べ327店舗	

○金融機関との協調融資制度
　	　金融機関と協調した融資制度「協調支援型特別保証」や「よこはまタイアップ保証」などにより、中小企業・
小規模事業者の資金繰りを支援しています。	

　	　また、経営課題の解決や事業の安定・発展に向けた取組を、金融機関等による継続的なモニタリングを通じて
支援することを目的に、令和8年3月に創設された「モニタリング強化型特別保証」の取扱いを開始しました。

　令和7年度の実績	
　　協調融資資金（市制度含む）　　809件　　244億82百万円	
　　よこはまタイアップ保証　　　　23件　　				 6億57百万円	

　横浜市との連携
　取扱金融機関に融資原資の一部を預け入れることにより、長期・固定で低利の横浜市中小企業融資を実現し
ています。一部資金では、信用保証料の一部を助成することで、借入時の中小企業・小規模事業者の負担軽減
を図っています。	

　令和7年度の横浜市中小企業融資の実績　	6,783件　　1,190億43百万円	

　支援機関との連携
　支援機関とビジネスセミナーを開催し、中小企業・小規
模事業者の経営上の課題解決を支援しています。	

	○価格転嫁セミナー（IDEC横浜との共催）
　	　脱炭素経営に取り組む必要性やポイント、横浜市の施

策など、脱炭素経営を始める際の有益な情報を紹介する
セミナーを実施しました。

○脱炭素経営セミナー（横浜商工会議所との共催）
　	　中小企業者が脱炭素化に取り組む必要性や活用できる
各種支援制度を紹介するセミナーを実施しました。	
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　当協会のことを知っていただき、身近な存在として捉えていただくため、広報活動に積極的に取り組んでいます。

■ホームページ
　最新の情報を紹介しています。
　当協会の概要、信用保証制度の仕組み、保証制度のご
案内等を掲載しています。

■SNS（LINE・Instagram）
　LINE	およびInstagram	を活用して、保証制度の創設や
保証協会の最新の取組、国や横浜市等による補助金のご
案内、セミナー開催のお知らせなどを発信しています。

LINE

Instagram	

当協会ホームページは
こちら

9 広報活動

LINEの友だち登録は
こちら

Instagramのフォローは
こちら
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	広報物のご案内ページへ
■広報物
　信用保証のご案内、経営支援事業の取組（お客さまの体験談）等を発行しています。	

■動画コンテンツ（YouTube）
　YouTube公式チャンネルでは、中小企業・小規模事業者の皆さまや関係機関の皆さまにとって有益となる情報
を投稿しています。

信用保証委託申込書の書き方

経営行動計画書の書き方

経営支援事例①

創業計画書の書き方

保証料の上乗せにより経営者保証を
不要とする取扱い

経営支援事例②

専門家派遣のご紹介

協調支援型特別保証制度

経営支援事例③

YouTube
公式チャンネルは

こちら	
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■創業スクールを開催しました
　令和7年10月10日から全6回にわたり、アールズ
フィールド株式会社代表取締役の石井律子さまにご
協力をいただいて、横浜市内で創業を予定している
方や創業して間もない方を対象に、創業スクールを
開催しました。	
　本スクールでは、「経営」、「販売促進」、「財務」、「人
材育成」の4つのカリキュラムを用意し、最終回には
これまで学んできたことをかたちにしたビジネスプ
ランを受講者に向けて発表していただきました。	
　本スクールは横浜市の特定創業支援等事業の対象
となっており、受講された方は融資利率の優遇など様々
なメリットを受けることができます。	
　起業を目指す意欲の高い方々が集まり、活発な情
報交換を行う姿がみられました。	
　受講者からは「創業を考えている知り合いにぜひ
すすめたい」など好評の声が多数寄せられました。

■女性創業者のためのセミナーを開催しました	
　令和8年2月10日に、公益財団法人横浜企業経営支
援財団と共催し横浜市経済局後援のもと、女性創業
者のためのセミナーを開催しました。	
　株式会社ブルーコンパス代表取締役の蜂谷詠子さ
まから創業期にやるべきことや、事業に繋げる人脈
づくりのノウハウについてご講演いただきました。	
　セミナー後半にはお茶菓子を食べながら交流でき
る時間を設け、リラックスした雰囲気の中で、参加
者同士で意見交換が広がりました。ご参加いただい
た方からは「他業種の方と交流ができ、新しい視点
が得られた」、「女性経営者同士のつながりができて
嬉しい」、「このような交流会にまたぜひ参加したい」
などの声が寄せられました。

トピックス10
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■�ビジネスマッチングwithかながわ8信金に後援し、相談ブースを出展
しました

　令和7年6月5日に大さん橋ホールで開催された、
ビジネスマッチングwithかながわ8信金に、当協会
として初めて後援しました。​
　新型コロナウイルス感染症の影響もあり、近年は
開催が見合わされていましたが、神奈川県で活動す
る中小企業者を中心に、事業者同士のビジネスマッ
チングの場等として、今年度は5年ぶりに開催された
ものです。​
　当協会も相談ブースを出展し、保証制度の周知や
相談対応等を行いました。

■テクニカルショウヨコハマ2026にて経営支援先の出展を支援しました​​
　令和8年2月4日から6日にかけてパシフィコ横浜で開
催された、テクニカルショウヨコハマ2025に出展しま
した。​
　テクニカルショウヨコハマは、首都圏最大級の工業
技術・製品の総合見本市です。​
　当協会が出展するのは今回で17回目となりましたが、
前回に引き続き、「当協会による経営支援の認知度向上」
をテーマにブースを出展しました。​
　また、今回は当協会の経営支援先3者に対して、ビ
ジネスチャンスにつながる機会を支援することを目的に、
出展支援を行いました。​
　出展支援した企業からは「多くの来場者と貴重なご
縁をいただき機会となった」と感謝の言葉をいただき
ました。​
　この出展を機に、一つでも多くのビジネスが創出さ
れればと願っています。​

■ハマ福ぬいぐるみに季節の装いが登場しました。​
　当協会のイメージキャラクターハマ福のぬいぐる
みに、春夏秋冬をテーマにした着せ替えグッズを作
成しました。​
　春は桜の髪飾りやお花見団子、夏は元気いっぱい
のひまわり帽子など、四季折々の装いを楽しむこと
ができます。多くの方にハマ福をより身近に感じて
いただけるよう工夫しました。​
　これらの着せ替えグッズは、NPO法人コスモスの
会「地域活動支援センターコスモス蒔田」の皆さま
が一つ一つ手作業で作成してくださり、温かみのあ
る仕上がりになっています。​
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　当協会では、信用保証業務や経営支援業務に留まらず、社会貢献活動にも積極的に取り組んでいます。

7月横浜市立大学	
　地域の学生の皆さんに中小企業の資金調達の実態
と信用保証協会の役割などを知っていただくため、
横浜市立大学「総合講義（国際マネジメント）」（黒
木淳教授）にて出張講義を実施しました。	
　クイズ形式を取り入れるなど講義内容を工夫した
ことで、学生の皆さんが積極的に参加する姿が見られ、
会場は終始活気にあふれていました。	
　後半のパネルディスカッションでは、学生の多く
が経営コンサルタントに興味を示しており、民間の
経営コンサルタントと信用保証協会の経営支援の違
いに関する話を真剣な表情で聴いていました。	

10月横浜国立大学	
　横浜国立大学「ファイナンシャル・リスク・マネ
ジメント）」（伊藤	有希教授）での出張講義は今回が
初めてとなりました。	
　講義後のアンケートでは、88％の学生が当協会に
興味を持ったと回答し、中には「中小企業を支援す
るための機関があることを初めて知った。金銭的な
支援だけではなく、コンサルのような経営アドバイ
ス等も手広く行っていることに驚いた。」などの感想
をいただきました。

12月ビューティ&ウェルネス専門職大学	
　ビューティ&ウェルネス専門職大学「キャリアデザ
インⅡ（齋藤典子准教授）」にて出張講義を実施しました。	
　信用保証協会の役割や創業について説明し、学生の
皆さんにはグループワークを通じてネイルサロンを開
業するための創業計画書の作成体験と創業計画の発表
に取り組んでいただきました。さらに、発表後には当
協会の職員がその場でフィードバックを行いました。	
　講義後のアンケートでは、76％の学生が「創業する
ことに興味をもった」と回答し、「創業には必要な資金や、
メニュー内容、価格、売上予想など細かく数字を出し
て計画書を作成する事が大切だと分かった。」、「創業す
るためには想像以上に準備が必要だと実感した。自分
の『好き』だけでは進めることが難しい部分に向き合
うことができたのは大きな学びだった。」などの感想を
いただきました。		

社会貢献活動11

■大学で出張講義を行いました
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■横浜市会社経営体験プログラムに参加しました	

　横浜市では、横浜市経済局と横浜市教育委員会が
連携して、小中学生等を対象とした「会社経営体験
プログラム」を実施しています。	
　このプログラムは、早期から社会課題やビジネス
に目を向ける意識を醸成することを目的として、グルー
プに分かれて一つの会社を作り、起業から決算まで
の流れを数か月に渡って体験します。	
　一連のプログラムの中で、当協会は金融機関役と
して参加し、各会社が必要な資金の融資を受けるた
めの事業計画の審査と融資の可否判断を担当させて
いただきました。	
　生徒たちは起業から決算までの一連の流れを体験
したことで、会社経営に興味を持つ良い機会になっ
た様子でした。グループで協力しながら考える姿に、
生徒たちの成長を感じることができました。	

■「はまっ子未来カンパニープロジェクト」へ協賛しました	

　当協会では、平成28年度より、横浜市が自分づく
り教育の一環として実施している「はまっ子未来カ
ンパニープロジェクト」に協賛しています。	
　「はまっ子未来カンパニープロジェクト」は、横浜
市教育委員会が中心となり、横浜の子どもたちが地
域や社会の課題と向き合い、学校と企業・地域・外
部機関が連携して解決に向けて取り組むことで、地
域貢献意識等を育むことを目的として実施されてい
ます。	
　日頃の学習成果を発表する学習発表会は、当協会
も観覧させていただきました。規格外の野菜の存在
を知り消費につなげる活動や、社会科の活動を通じ「食」
への関心が高まったことをきっかけに小学校の創立
55周年を記念したパンの制作、まちの店や公園から
集めた「捨てられてしまうもの」を使ったTシャツアー
ト、まちの人たちを笑顔にしたい気持ちから始まる「ま
ちの良さを伝えるコッペサンド」づくりなど、様々
な学習の成果発表が行われました。	
　この取組を通じ、将来、横浜市内で創業者として
当協会を利用してくれる子どもたちが一人でも多く
現れてくれることを期待しています。
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経　済

社　会

12 SDGsに関する取組

　SDGsの達成を通じて持続可能な社会の実現が求められる昨今、当協会はSDGs（持続可能な開発目標）の趣旨
に賛同し、達成に貢献するため、様々な課題の解決に向けた取組を積極的に推進してまいります。	
　令和7年度のSDGsに関する取組状況は、以下の通りです。

信用保証や経営支援を通じた中小企業支援の推進	

地域社会への貢献につながる活動の推進	

・金融機関や横浜市と連携して、物価高・人手不足等の影響に
　よるコスト負担の増加や、脱炭素等の社会的課題解決等の
　対応に直面している市内中小企業者の資金調達を支援

・経営課題の解決に向けたビジネスセミナーを
　中小企業支援機関と協力して開催	

・経営者保証に依存しない融資慣行の浸透・定着	

・未来の創業者に向けて創業に必要な知識を
　習得してもらうとともに、「横のつながり」
　を構築する場として創業スクールを実施	

SDGsに関

・大学への出張講義	

・横浜市が行う小中学生を対象とした起業家育成
　プログラムへ参加	

・社会貢献活動休暇の創設	

・学生に対する業務理解を促すため、1day仕事体験、
　オープンカンパニーを実施	

・	はまっ子未来カンパニープロジェクト、こども「エコ活。」大作戦！
などへの協賛	
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経　済

社　会

環　境

多様性

「SDGs未来都市・横浜」の一員（Y-SDGs認証事業者Superior）
として、持続可能な社会を実現するための取組を推進

健康経営（AAA認定事業所）やダイバーシティの推進	

する取組

・FSC認証紙やベジタブルインキを活用した印刷物や環境への
配慮を意識したノベルティグッズの作成	

・グリーンボンドやサステナビリティボンドへの投資	

・動線の最適化や空間の有効活用、安全性の向上に配慮
し、職員がより快適で安心して働ける職場環境の
整備を目的として、本店のレイアウト変更を実施	

・市内中小企業者に脱炭素化を推進するため、
脱炭素経営に関するセミナーを開催	

・職員のキャリアに応じた研修や通信教育に
よる、能力開発やスキル向上	

・時差出勤による働き方のダイバーシティ、休暇
取得の推進やノー残業デーの設定によるワーク

　　	ライフバランスを推進	

・多様な働き方を下支えする職員応援要領の制定	

・自社の女性活躍に関する情報の公開（未来を見据えた
　　	戦略的情報公開）	

・社会人採用の実施	
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13 令和７年度決算

■貸借対照表
借　　　　　方 貸　　　　　方

科　　目 金　　　額 科　　目 金　　　額

現金 174,107​ 基本財産 30,561,546,108​

現金 174,107​ 基金 9,844,209,500​

小切手 0​ 基金準備金 20,717,336,608​

預け金 8,902,310,810​ 制度改革促進基金 0​

当座預金 0​ 収支差額変動準備金 12,411,083,690​

普通預金 5,292,886,406​ その他有価証券評価差額金 693,359,043​

通知預金 0​ 責任準備金 3,782,819,060​

定期預金 3,600,000,000​ 求償権償却準備金 1,555,798,140​

郵便貯金 9,424,404​ 退職給与引当金 601,810,458​

金銭信託 0​ 損失補償金 0​

有価証券 50,336,537,853​ 保証債務 540,108,068,309​

国債 0​ 求償権補填金 0​

地方債 23,300,000,000​ 保険金 0​

社債 26,300,000,000​ 損失補償補填金 0​

株式 728,776,643​ 借入金 0​

受益証券 0​ 長期借入金 0​

新株予約権 0​ （うち日本政策金融公庫分） 0​

ファンド出資 7,761,210​ 短期借入金 0​

譲渡性預金 0​ （うち日本政策金融公庫分） 0​

その他 0​ 収支差額変動準備金造成資金 0​

動産・不動産 258,437,213​ 雑勘定 14,943,566,841​

事業用不動産 113,217,659​ 仮受金 330,443,349​

事業用動産 145,219,554​ 保険納付金 133,652,791​

所有動産・不動産 0​ 損失補償納付金 29,398,115​

建設仮勘定 0​ 未経過保証料 14,400,683,082​

損失補償金見返 0​ 未払保険料 3,153,558​

保証債務見返 540,108,068,309​ 未払費用 46,235,946​

求償権 3,654,949,886​ 有価証券未払金 0​

譲受債権 0​

雑勘定 1,397,573,471​

仮払金 35,355,321​

保証金 0​

厚生基金 158,590,887​

連合会勘定 0​

未収利息 81,999,909​

有価証券未収入金 0​

未経過保険料 1,121,627,354​

合　　計 604,658,051,649​ 合　　計 604,658,051,649​

（単位：円）
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■貸借対照表の用語解説
借　　　　　方

現　金
預け金

有価証券

動産・不動産

求償権

未経過保険料

その他

貸　　　　　方

基本財産

収支差額変動準備金

責任準備金

求償権償却準備金

退職給与引当金

未経過保証料

未払保険料

その他

代位弁済累計額から既
受領保険金等相当額を
控除した額です。

※保証債務見返（資産）と保証債務（負債）は同額のため、この表から除いてあります。

受入保証料のうち翌年
度以降に帰属する部分
を計上しています。

収支差額に欠損が生じ
た場合や急激な保証の
増大等により基本財産
の増強が必要となった
場合に備え収支差額の
一部を積み立てていま
す。

株式会社の資本金に相
当します。
出えん金と金融機関等
負担金からなる「基金」
と過去の収支差額の累
計の「基金準備金」に
より構成されています。

地方債や社債等を保有
し運用しています。

当年度中に日本政策金
融公庫に支払った保険
料のうち翌年度以降に
帰属する部分を計上し
ています。
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■収支計算書
支出の部 収入の部

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

経常支出 4,429,609,525​ 経常収入 6,362,959,715​

業務費 1,788,162,569​ 保証料 5,253,167,937​

役職員給与 784,817,821​ 預け金利息 16,828,895​

退職給与引当金繰入 53,291,716​ 有価証券利息配当金 304,939,025​

その他人件費 161,633,588​ 調査料 0​

旅費 1,995,807​ 延滞保証料 0​

事務費 458,584,498​ 損害金 57,107,370​

賃借料 149,508,022​ 事務補助金 26,344,683​

動産・不動産償却 75,718,953​ 責任共有負担金 675,694,000​

信用調査費 13,236,715​ 雑収入 28,877,805​

債権管理費 48,641,503​

指導普及費 24,546,146​

負担金 16,187,800​

借入金利息 0​

信用保険料 2,380,978,420​

責任共有負担金納付金 258,981,028​

雑支出 1,487,508​

経常収支差額 1,933,350,190​

経常外支出 12,587,115,305​ 経常外収入 11,736,048,642​

求償権償却 7,223,526,762​ 償却求償権回収金 90,849,953​

譲受債権償却 0​ 責任準備金戻入 3,671,356,244​

雑勘定償却 12,287,655​ 求償権償却準備金戻入 1,316,299,599​

有価証券評価損 0​ 求償権補填金戻入 6,657,541,153​

有価証券売却損 0​ 保険金 5,927,124,689​

退職金 9,048,996​ 損失補償補填金 730,416,464​

責任準備金繰入 3,782,819,060​ 有価証券評価益 0​

求償権償却準備金繰入 1,555,798,140​ 有価証券売却益 0​

その他支出 3,634,692​ 補助金 0​

経常外収支差額 △ 851,066,663​ その他収入 1,693​

　​

当期収支差額 1,082,283,527​

収支差額変動準備金繰入額 541,141,763​

基本財産繰入額 541,141,764​

（単位：円）
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■収支計算書の用語解説
支　　出

業務費

経
常
支
出信用保険料

責任共有負担金納付金

求償権償却

経
常
外
支
出

責任準備金繰入

求償権償却準備金繰入

その他

経常収支差額 当
期
収
支
差
額経常外収支差額

収　　入

経
常
収
入

保証料

預け金利息等

責任共有負担金

その他

経
常
外
収
入

責任準備金戻入

求償権償却準備金戻入

求償権補填金戻入

その他

受入保証料のうち当年
度に対応する部分を計
上しています。

負担金方式を選択した
金融機関から受領した
負担金を計上していま
す。

求償権の一定割合を積
み立てています（洗替
方式のため繰入と戻入
が発生）。

代位弁済により日本政
策金融公庫から受領し
た保険金と横浜市等か
ら受領した代位弁済補
填金を計上しています。

日本政策金融公庫へ支
払った当年度に対応す
る信用保険料を計上し
ています。

年度末求償権のうち回
収不能分や求償権補填
金相当額を計上してい
ます。

金融機関から受領した
負担金の一定割合を日
本政策金融公庫に納付
しています。

保証債務残高の一定割
合を積み立てています

（洗替方式のため繰入
と戻入が発生）。
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■基本財産
　基本財産とは、一般企業の資本金に相当するもので、信用保証協会が引き受けた保証債務の最終担保的な性格が
あります。このことから、当協会が引き受ける保証債務の最高限度額は、定款の定めにより基本財産の50倍（定
款倍率）となっています。このため、中小企業の保証需要に安定して応え、公共的使命を果たしていくためには、
基本財産の充実が不可欠となっています。

■基本財産の構成
　基本財産は①基金②基金準備金で構成されています。
　①基金は、横浜市からの拠出である出えん金と金融機関等負担金で構成されています。
　②�基金準備金は、毎事業年度決算における収支差額のうち、基金準備金として繰り入れた累計で、信用保証協会

の自己造成資金です。

基本財産 305億61百万円

①基金 98億44百万円

出えん金 76億28百万円

金融機関等負担金 22億16百万円

②基金準備金 207億17百万円

■ 基金
■ 出えん金
■ 金融機関等負担金
■ 基金準備金

基金準備金
68％

基金
32％

金融機関等負担金
7％

出えん金
25％

基本財産
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14 ご相談窓口のご案内

当協会は本店の他、新横浜支店、横浜駅前支店、上大岡支店の４拠点体制としています。
窓口開設時間：９時～ 17時（土日、祝日、年末年始（12月29日～１月３日）を除く）

保証担当地区
■中区　■磯子区

横浜港
郵便局 ザ・コンチネンタル横浜

神奈川
県民ホール

シルク
センター

り
通
橋
桟
大

海岸通り

横浜港

り
通
大
本
日

橋
桟
大

横浜地裁

横浜公園

横浜
スタジアム

中区役所

中華
街大
通り

←横浜

門
平
延

みなとみらい線
日本大通り駅

JR石川町駅
JR根岸線

JR関内駅
←横浜

←横浜

↓上大岡 磯子→

山下公園

関内駅

鉄
下
地
営
市

山下町SSKビル 9 階・10階

県庁
県庁新庁舎

元町・中華街→

みなと
総合高

中華街
北門 善隣門

加賀町
警察署

ロイヤルホール

横浜港
郵便局 ザ・コンチネンタル横浜

神奈川
県民ホール

シルク
センター

り
通
橋
桟
大

海岸通り

横浜港

り
通
大
本
日

橋
桟
大

横浜地裁

横浜公園

横浜
スタジアム

中区役所

中華
街大
通り

←横浜

門
平
延

みなとみらい線
日本大通り駅

JR石川町駅
JR根岸線

JR関内駅
←横浜

←横浜

↓上大岡 磯子→

山下公園

関内駅

鉄
下
地
営
市

山下町SSKビル 9 階・10階

県庁
県庁新庁舎

元町・中華街→

みなと
総合高

中華街
北門 善隣門

加賀町
警察署

ロイヤルホール　〒231－8505　中区山下町22（山下町SSKビル９階・10階）
　（９階）  総務部（総務課、企画情報課）
 TEL：045-662-6622　FAX：045-662-6921
 コンプライアンス統括室
 TEL：045-662-6627　FAX：045-662-6927
　（10階）  経営支援部　経営支援室（経営支援課、期中支援課）
 TEL：045-662-6624　FAX：045-661-0519
 経営支援部　保証統括室（保証統括課、保証事務課）
 TEL：045-263-6610　FAX：045-661-0089
 経営支援部（保証課）
 TEL：045-662-6623　FAX：045-661-0089
 債権管理部（管理統括課）
 TEL：045-662-6625　FAX：045-681-3386
 債権管理部（債権管理課）
 TEL：045-662-9927　FAX：045-226-5122
＜アクセス＞ みなとみらい線日本大通り駅　３番情文センター出口より徒歩約３分

JR関内駅　南口より徒歩約12分・JR石川町駅　中華街口より徒歩約13分
横浜市営地下鉄関内駅　１番出口より徒歩約12分

本 店

←上永谷

横浜→

横浜→

←金沢文庫

ミオカ

camio

京浜急行線

上大岡駅
市営地下鉄

鎌倉街道

上大岡駅
京急百貨店

ゆめおおおかオフィスタワー 22階
メインエントランスは2階です

保証担当地区
■南区　■金沢区　■戸塚区　■港南区　■栄区　■泉区

上 大 岡 支 店

　〒233－0002　港南区上大岡西１－６－１（ゆめおおおかオフィスタワー 22階）
　TEL：045-844-6621　FAX：045-845-0641
＜アクセス＞ 京浜急行上大岡駅　３階改札口より徒歩約３分

横浜市営地下鉄上大岡駅　６番出口より徒歩約３分

保証担当地区
■鶴見区　■神奈川区　■西区　■保土ケ谷区　■旭区　■瀬谷区

ロータリー

鉄
下
地
営
市

↓
内
関

浜
横
新
↑

駅
浜
横

東京→←戸塚

横浜
髙島屋

横浜駅

横浜
モアーズ

ジョイナス

ヨドバシ
カメラ

天理
ビル

横浜
ベイシェラトン

横浜
ベイシェラトン

横浜駅前支店

　〒220－0004　西区北幸１－６－１（横浜ファーストビル７階）
　TEL：045-319-5335　FAX：045-319-5340
＜アクセス＞ 横浜駅　西口より徒歩約３分

横浜市営地下鉄横浜駅　10番出口より徒歩約１分

横浜
アリーナ

新横浜
プリンスホテル

鉄
下
地
営
市

野
み
ざ
あ
↑

駅
浜
横
新

東海道新幹線

環状2号線 歩道橋歩道橋歩道橋歩道橋

東京→←小田原

横浜↓
横浜→

JR横浜線

新横浜TECHビルB館6階

←町田

JR新横浜駅

キュービックプラザ

ロータリー

保証担当地区
■港北区　■緑区　■青葉区　■都筑区

新 横 浜 支 店

　〒222－0033　港北区新横浜３－９－18（新横浜TECHビルB館６階）
　TEL：045-470-5600　FAX：045-470-7170
＜アクセス＞  JR新横浜駅「横浜アリーナ」方面出口から徒歩約７分

横浜市営地下鉄  相鉄・東急新横浜線 新横浜駅 
７番出口より徒歩約４分
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https://www.sinpo-yokohama.or.jp


